
 

１－６ 全機種共通データ 

＜評価法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ＭＩＬ－ＳＴＤ８８２Ｃ（米国軍用規格）によるマトリクス リスク見積り、評価法

１．危害の大きさ ＊本表は、１億円程度のシステム、かつ使用期間１０年の物件を想定して作成した。

カテゴリ 危害の大きさの種類 定義（機械） ＊損失金額

Ⅰ
破壊的

Catastrophic

①システムの喪失

②重大な二次災害を起

　 こす

③社会的影響が大きい

１億円＜損失金額

（販売価格＜損失金額）

Ⅱ
危機的

Critical

①重要なシステムの損

　 害

②軽度の二次災害を起

　 こす

　 例・プラントの停止

③社会的影響は軽微

２千万円＜損失金額≦１億

円

（販売価格/５＜損失金額

≦販売価格）

Ⅲ
限界的

Marginal

①重要でないシステム

　 の損害

②システム内の一部機

　 械の全損

③社会的影響はない

５０万円＜損失金額≦２千

万円

（販売価格/２００＜損失金

額≦販売価格/５）

Ⅳ
無視的

Negligble

①システムの損害まで

　 至らないもの

②システム内の一部機

　 械の一部損傷

損失金額≦５０万円

（損失金額≦販売価格/２０

０）

　

２．危害の発生確率

レベル 略表現

Ａ 頻繁

Ｂ しばしば

Ｃ 時々

Ｄ 僅か

Ｅ 可能性小

３．リスクインデックス

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

破壊的

Catastrophic

危機的

Critical

限界的

Marginal

無視的

Negligble

Ａ 頻繁 1 3 7 13

Ｂ しばしば 2 5 9 16

Ｃ 時々 4 6 11 18

Ｄ 僅か 8 10 14 19

Ｅ 可能性小 12 15 17 20

４．リスクの判断基準

１０～１７ 許容できる（審査が必要）
本質的安全設計の対象

安全防護策検討、必要であれば実施の対象

１８～２０ 許容できる
付加保護方策の実施または

残留リスクの提示

１～５ 許容できない 本質的安全設計の対象

６～９ 好ましくない
本質的安全設計の対象

安全防護策実施の対象

危害の発生確率

危害の大きさ

リスクインデックス リスクの判断基準 設計対応

想定使用期間内に起こる可能性がある １０年に１回

想定使用期間内には起こる可能性はない １５年に１回

想定使用期間内に数回起こる １年に１回

想定使用期間内に時折起こる ３年に１回

①擦り傷

②切り傷

③赤チン災害

④労災ではない

⑤休業なし

詳細表現 期間

頻繁に起こる ３ヶ月に１回以上

定義（人的）

①死亡

②後遺症７級以上

　 例・両手足損失（永久）

　　　・両眼球喪失（永久）

　　　・咀嚼及び言語機能を廃したもの

③１０名以上の入院

④死亡につながり得る傷害

⑤休業３ヶ月以上

①重症

②後遺症８～１４級

　 例・１手の小指の用を廃したもの

　　　・１眼のまぶたの一部に欠損

　　　・男子の外貌に醜状を残すもの

③３名以上の入院

④休業１週間以上３ヶ月未満

⑤大きな骨折

①軽傷

②後遺症なし

③入院なし

④軽い労災

⑤休業１週間未満

⑥軽い骨折・捻挫



 

＜表現の適切化＞ 

 

 

 

（２）安全標識（注意シール）の記載順序変更とリスク発生時期の明示

　（１）小型コンベヤ他用

　（２）一般コンベヤ他用

ＣＣ－１（５５×８０）

ＣＧ－２（３３×４８）
変更試作品

ＣＣ－１（５５×８０）
変更試作品

ＣＧ－２（３３×４８）

旧 新

旧 新

（１）「カバーを外すな」から「運転中はカバーを外すな」とした。
（２）「はさまれ巻き込まれ」を下段とした。

（１）「カバーを外すな」から「運転中はカバーを外すな」とした。



 

＜ユーザー側で対応するべき項目を明文化＞ 

 

 

（３）取扱説明書（注意ページ：残留リスク情報）

旧

新

旧

新



 

２ 機種別編（３タイプ） 

２－１ ベルトコンベヤ（１）  型式：○○○－○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成日：２００８．１２．２４

機械の制限仕様の指定シート

部署名 部長 副部長 副部長 作成者

搬送機械部 ○○ ○○ ○○ ○○

　
・予見される誤使用 ①ベルト・プーリ間への指、手の巻き込まれ
・機能不良に伴う人の行動 ②コンベヤ上、下の通過による転倒、巻き込まれ
・制限仕様に基づく

人と機械設備の関わり合い

運転員

サービス員
（補給、保全）

　　添付図ほか 標準図：□□□□、□□□□

項          目 機械の制限仕様等

機械設備の名称 ベルトコンベヤ（１）

機械設備を使用する目的、用途 箱物、袋物、缶類等、かさ物全般の搬送

機械設備のライフサイクル段階 通常使用

機
械
の
主
な
仕
様

製品型式 ○○○－○○○○

設計寿命 約８年（２０，０００Ｈ）／８Ｈ/日として2,500H/年の計算

構成部品の交換間隔 約２年（５，０００Ｈ）／８Ｈ/日として2,500H/年の計算

原動機出力（ｋW） 減速機付モータプーリ：１ｋＷ　減速比：１／２７　三相２００Ｖ

運転方式（モード） 連続運転

加工能力 搬送能力：１１０ｋｇ／全長（３０ｋｇ／ｍ）

送りスピード又は回転数 搬送速度：３６．８ｍ／ｍｉｎ（５０Ｈｚ）

製品寸法（縦×横×高さ） 本体：幅５７０ｍｍ×長さ３７００ｍｍ×高さ３００ｍｍ

製品質量（ｋｇ） １５７ｋｇ

設置条件（温度、湿度等） 屋内(腐食ガス等の無いところ)、室温：0～40℃、相対湿度：85％以下

危
害
の
対
象
者

資格の要否
運転時(機械の運転講習修了者でかつ機械、電気に関する専門知識
を有する者)

周辺の作業員
機械の運転講習修了者でかつ機械、電気に関する専門知識を有する
者

資格の要否
保全時、調整時、不具合の発見・措置時(トラブル含む)
(機械の運転講習修了者でかつ機械、電気に関する専門知識を有す
る者)

第三者 無し(機械周辺への立入禁止)
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呼称機長（ｍ）

１．２

２．０

２．７

進行方向

３．７ ３７００ ３０００

 Ｈ１ 備　　考

平形コネクタ－オス、メス付

モ－タプ－リ：

ベルト速度：　　　　　　m/min

コンベヤベルト：標準100    ：B×1.5×1.5

運搬能力：

電源：

＜仕様＞

運搬物：

5
7

φ
φ

5
7

製作数

定置脚組立図３

ベルトコンベヤ（１）

本体組立図

2

①
③②

W
5

W
4

W
2

3
0
0

H
1

≒340Ｌ１≒360

機長　Ｌ300（ストローク）

300

（１）ベルトコンベヤ（１）の外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ベルトコンベヤ（１）

シール貼付位置図

危　険 ＤＡＮＧＥＲ

ＤＡ－１（５５×１２０） ３～６ｍごとに貼付

ＣＡ－１（５５×８０）

は ず す な

カ バ ー を

注 意 CAUTION

運 転 中 は

１.労働安全衛生規則などによる感電防止用漏電

ア－ス

取扱い注意

＊＊ ｋＷ定格出力

定格周波数
２.電源コンセントを四芯にして、ア－スを

　 また漏電遮断装置を接地しても、
　 より安全のために接地をおすすめします。

　 御使用下さい。

５０／６０Ｈｚ

定格電圧

相　　数

　 設置の困難な時は必ず接地（ア－ス）を
　 行なって下さい。

　 遮断装置は電源側に設置して下さい。２００／２２０Ｖ

３相 ＊＊ ｋＷ

取扱い注意　銘板

ＣＢ－１（５５×８０）

CAUTION注 意CAUTION注 意

注意
運 転 中 は

巻き込まれ

カバーをはずすな

は さ ま れ

ＣＡＵＴＩＯＮ

アースシール　ＪＭ４

危 険

注意［ＣＡ－１］（ＷＡＥ－１）

注意［ＣＢ－１］（ＷＡＥ－１）

注意［ＣＣ－１］（ＷＣＥ－１）

コンベヤ形式仕様銘板

製品年月 ＪＯＢＮｏ．ラベル

1

2

4

3

5

１

１

１

５

取扱い注意　銘板

6

１

7

注意［ＣＧ－２］（ＷＦＥ－２）

8

ＣＢ－１（５５×８０）
中間部については３～６ｍごとに貼付

ＤＢ－１（５５×８０） 9

２

危険［ＤＡ－１］（ＤＡＥ－１）

危険［ＤＢ－１］（ＤＢＥ－１）
３～６ｍごとに両側に貼付

カバー中央に貼付

進行方向マーク

８～

２～

２～

ＣＢ－１（５５×８０）

CAUTION注 意

ＣＢ－１（５５×８０）

CAUTION注 意

コンベヤ形式仕様銘板

製品年月ラベル

注記　１：［　］内は和文、（　）内は英文とする。

（２）リスクアセスメント実施後の警告表示マークの種類と貼付け位置図 

＜警告表示マークの貼付け位置を側面から上面作業に適した上面への変更とシールの表現変更＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




